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土木企業立地推進委員会

文教警察委員会

営業戦略農林水産委員会
問　
「
新
ブ
ラ
ン
ド
常
陸
牛
」
の
販

売
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま

た
、
他
の
銘
柄
牛
と
ど
う
差
別
化

し
、
ど
う
販
売
し
て
い
く
の
か
。

答　

オ
レ
イ
ン
酸
や
小
ザ
シ
な
ど

脂
肪
の
質
を
数
値
化
し
、
新
た
な

肉
質
基
準
を
設
け
て
差
別
化
を
図
っ

て
い
く
。
今
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の

シ
ェ
フ
や
卸
売
業
者
な
ど
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
新
た
な
肉
質
基

準
や
販
売
方
法
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
、
令
和
５
年
度
上
半
期
中
の

販
売
を
目
指
す
。

問　
「
い
ば
ら
き
の
養
殖
産
業
」
創

出
事
業
で
ブ
ド
ウ
エ
ビ
と
マ
サ
バ

を
養
殖
対
象
と
し
た
理
由
と
餌
代

高
騰
の
中
で
の
採
算
性
は
。

答　

ブ
ド
ウ
エ
ビ
は
県
内
で
獲
れ

る
最
も
高
価
な
エ
ビ
で
あ
り
、
全

国
初
の
養
殖
と
し
て
差
別
化
で
き
、

マ
サ
バ
は
生
産
量
全
国
１
位
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
を
活
か
し
て
生
食

用
と
し
て
売
り
出
せ
る
と
考
え
対

象
と
し
た
。
ま
た
、
採
算
性
を
高

め
る
た
め
、
養
殖
期
間
の
短
縮
や

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
給
餌
量
の
低
減

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

昨
年
の
茨
城
プ
レ
Ｄ
Ｃ
で
見

い
だ
さ
れ
た
本
県
観
光
の
強
み
や

課
題
を
、
ど
う
今
年
の
Ｄ
Ｃ
に
活

か
し
て
い
く
の
か
。

答　

プ
レ
Ｄ
Ｃ
で
評
価
の
高
か
っ

た
「
ア
ウ
ト
ド
ア
」
と
「
食
」
を

本
県
の
強
み
と
し
て
よ
り
一
層
打

ち
出
し
て
い
く
。
茨
城
Ｄ
Ｃ
に
向

け
、
課
題
で
あ
る
宿
泊
動
機
の
創

出
や
、
景
観
な
ど
観
光
資
源
の
体

験
コ
ン
テ
ン
ツ
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
梨
「
恵

水
」
な
ど
５
品
目
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
つ
い
て
、
も
う
か
る
農
業
の
実

現
に
不
可
欠
な
品
目
全
体
の
価
格

向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

例
え
ば
、
恵
水
で
は
出
荷
量

２
％
の
特
選
恵
水
が
高
値
で
取
引

さ
れ
て
お
り
、
恵
水
そ
の
も
の
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
が
上
が
っ
て
い
る
。

ト
ッ
プ
が
裾
野
を
引
き
上
げ
る
ブ

ラ
ン
ド
化
の
実
現
に
よ
り
品
目
全

体
の
価
格
向
上
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
県
産
木
材
の
供
給
体

制
、
い
ば
ら
き
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

の
誘
客
促
進
な
ど
も
質
問
）

問　

一
級
河
川
桜
川
の
下
流
部
で

は
土
砂
の
堆
積
が
進
み
、
河
道
掘

削
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
治
水

対
策
に
は
、
長
期
間
を
要
す
る
ハ
ー

ド
対
策
だ
け
で
な
く
、
防
災
・
減

災
に
向
け
た
ソ
フ
ト
対
策
も
必
要

だ
が
、
桜
川
で
の
取
り
組
み
は
。

答　

国
道
３
５
４
号
の
土
浦
橋
か

ら
学
園
大
橋
付
近
ま
で
の
約
１
・

２
㌔
の
河
道
掘
削
に
着
手
し
、
令

和
５
年
度
中
の
完
了
を
目
指
す
。

水
位
計
の
設
置
な
ど
に
よ
る
情
報

提
供
の
ほ
か
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
 ※1

の
作
成
促
進
な
ど
に
沿
川

の
市
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

問　

水
道
事
業
の
広
域
化
に
は
莫

大
な
投
資
が
必
要
に
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
水
道
料
金
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
既
存
の

水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
も
必
要

だ
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

水
道
の
広
域
化
は
、
市
町
村

な
ど
の
水
道
事
業
者
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
、
浄
水
施
設
の
集
約
化

を
図
る
こ
と
で
料
金
の
値
上
げ
を

抑
え
て
い
く
。
老
朽
化
対
策
は
、

定
期
的
な
点
検
に
よ
り
、
漏
水
事

故
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
復
旧

資
材
の
備
蓄
な
ど
を
行
い
、
漏
水

事
故
に
備
え
る
。

問　

災
害
時
の
電
柱
倒
壊
が
住
民

に
与
え
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。

無
電
柱
化
に
向
け
た
今
後
の
県
の

取
り
組
み
は
。

答　

無
電
柱
化
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
防
災
の
観
点
か
ら
、
市
街
地

の
緊
急
輸
送
道
路
に
つ
い
て
順
次

整
備
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
電

線
管
理
者
や
地
元
住
民
な
ど
と
合

意
形
成
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

整
備
コ
ス
ト
の
縮
減
に
も
努
め
る
。

問　

県
営
住
宅
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
一
方

で
、
使
用
料
の
滞
納
防
止
も
必
要

だ
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
収

入
が
低
下
し
た
方
に
は
、
申
請
に

よ
っ
て
家
賃
を
減
免
し
て
い
る
。

３
カ
月
以
上
の
滞
納
者
に
は
催
告

書
を
送
付
し
、
面
談
な
ど
を
実
施

し
て
滞
納
防
止
に
努
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
県
出
資
法
人
の
経
営

評
価
、
都
市
軸
道
路
の
利
便
性
と

安
全
確
保
な
ど
も
質
問
）

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
廃
止
は
、

学
校
の
存
続
に
関
わ
る
問
題
で
あ

る
。
利
用
者
が
低
廉
な
負
担
で
運

行
を
継
続
で
き
る
工
夫
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
今
後
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
安
定
的
に

運
行
で
き
る
よ
う
、
運
行
改
善
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集

し
、
学
校
に
提
供
し
て
い
き
た
い
。

情
報
提
供
の
在
り
方
な
ど
、
少
し

で
も
前
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
検

討
を
進
め
て
い
く
。

問　

不
登
校
児
童
生
徒
を
減
ら
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
関
連
予
算
が
倍

増
し
て
い
る
。
現
在
の
方
針
は
。

答　

多
く
の
児
童
生
徒
に
学
校
に

通
学
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
要

因
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

学
び
の
場
の
確
保
や
居
場
所
づ
く

り
と
し
て
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が

あ
り
、
社
会
的
自
立
に
向
け
た
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

４
月
か
ら
自
転
車
乗
車
時
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と

な
る
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
有

効
性
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答　

本
県
の
過
去
５
年
間
に
お
け

る
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
者

61
名
の
う
ち
、
致
命
傷
部
位
で
見

る
と
、
頭
部
が
37
名
と
約
６
割
を

占
め
て
い
る
。
頭
部
保
護
の
重
要

性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
自

転
車
乗
車
中
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

は
、
重
大
事
故
の
防
止
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
月
か
ら
、
茨
城
県
警
察
防

犯
ア
プ
リ
「
い
ば
ら
き
ポ
リ
ス
」 ※2

の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
が
、
導
入

し
た
目
的
は
。

答　

県
民
の
自
主
防
犯
意
識
や
地

域
防
犯
の
機
運
を
高
め
、
県
民
が

安
全
安
心
を
実
感
で
き
る
茨
城
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
導
入
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
す

る
中
、
こ
の
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と

で
、
多
く
の
方
に
効
果
が
期
待
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
県
立
特
別
支
援
学
校

の
教
員
不
足
へ
の
対
応
、
街
頭
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置

な
ど
も
質
問
）

ことば ※1【マイ・タイムライン】…住民一人一人の防災行動計画。台風などの大雨により、河川の水位が上昇する時に、自分自身がとる防災行動を時系列的に整理し、命を守る避難行動のための一助とするもの。
※2【茨城県警察防犯アプリ「いばらきポリス」】…県民の安全安心を守るオールインワンのアプリ。犯罪発生情報を地図上で確認できるほか、防犯ブザー機能や子どもの見守り機能などを有している。

新ブランドの販売を目指す常陸牛

桜川の掘削予定箇所

運用が開始された「いばらきポリス」

河
道
掘
削
や
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
成
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
新
ブ
ラ
ン
ド
常
陸
牛
」
の

販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

令
和
５
年
度
上
半
期
中
の
販
売
を

目
指
す

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
継
続
に
向
け
て

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か

少
し
で
も
前
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
い
く

一
級
河
川
桜
川
の
治
水
対
策
は


